
【問１・２】　居住する校区について 年代について

　住民区分について

）

人

人

人

人

人

人

○理解できた・ある程度理解できた
143 (59.8%)

○理解できなかった･あまり理解できなかった

89 (37.2%)

小学生を持つ保護者

中学生を持つ保護者

102○保護者 人（ 42.7%

幼児を持つ保護者
34

76

35

○無回答
7 (2.9%)

　抽出者数：

【問３】「小中一貫教育」について理解できましたか。

239 人　住民区分： 全体 中学校区： 開聞中学校

開聞中学校区集計表

開聞小学校

86 人（36.0%）

川尻小学校

153 人（64.0%）

理解できた

47 人（19.7%）

ある程度理解できた

96 人（40.2%）

あまり理解できなかった

35 人（14.6%）

理解できなかった

54 人（22.6%）

無回答

7 人（2.9%）

年少者が幼児

34 人（14.2%）

年少者が小学生

57 人（23.8%）

年少者が中学生

11 人（4.6%）

29歳以下

9 人（3.8%）

30歳代

52 人

（21.8%）

40歳代

48 人

（20.1%）

50歳代

27 人

（11.3%）

60歳以上

99 人

（41.4%）

無回答

4 人（1.7%）

年長者が幼児

14 人（5.9%）

年長者が小学生

53 人（22.2%）

年長者が中学生

35 人（14.6%）

地域住民

130 人

（54.4%）

無回答

7 人

（2.9%）



人

人

人

119 (49.8%)

○わからない・無回答
30 (12.6%)

(37.7%)

【問４】「学校規模の適正化」は必要だと思いましたか。

○必要ない・どちらかというと必要ない

○必要・どちらかというと必要
90

　　　　　複数回答となっています。

　　　　残しつつ、過小規模校を解消することができる案です。この案についてどう思いますか。
　　　　※この設問は、問４で「必要」「どちらかというと必要」と回答した方のみ回答しています。

【問６】　学校規模の適正化にあたっては、今後、保護者や地域の方と一緒に詳細を協議していくことに
　　　　なりますが、どのようなことが気がかりですか。
　　　　※この設問は、問４で「必要」「どちらかというと必要」と回答した方のみ回答しています。

【問５】　開聞地域と山川地域の小学校をそれぞれ集約する案は、開聞・山川の両地域に小学校と中学校を

必要

48 人

（20.1%）

どちらかというと

必要

42 人（17.6%）

どちらかというと

必要ない

30 人（12.6%）

必要ない

89 人

（37.2%）

わからない

17 人（7.1%）

無回答

13 人（5.4%）

環境変化による子どもへの影響

22 人（13.1%）

家から学校までの距離や通学時間、安全対策

41 人（24.4%）

通学手段（スクールバス運行体系など）

32 人（19.0%）

現在の学校（学校跡地）がどうなるのか

21 人（12.5%）

地域活動への影響

28 人（16.7%）

わからない

3 人（1.8%）

その他

11 人（6.5%）

無回答

10 人（6.0%）

教育委員会の案がよい 51 人 学校規模の適正化は必要だが別な方法がよい 21 人
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教育委員会の案がよい 51 人（56.7%） 学校規模の適正化は必要だが別な方法がよい 21 人（23.3%）

無回答 18 人 (20.0%)


